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期 日 2025年12月21日（日）
コース たけびしスタジアム京都をスタート、フィニッシュとする

たけびしスタジアム京都付設駅伝コース

女子第37回全国高等学校駅伝競走大会

１区 小 松 蒼
この度は、全国高等学校駅伝競走大会への出場にあたり、たくさんのご声援と温かいご支

援をいただき、ありがとうございました。高校3年間の大きな目標であった「都大路」の舞
台を走り抜くことができ、感謝の気持ちと喜びでいっぱいです。当日は雨が降り続く悪天候
でしたが、全県大会の記録を1分30秒以上更新する走りができました。
しかし、ベストを尽くした一方で、結果は44位という厳しいものとなり、全国レベルの壁

を痛感しました。私は、進学後も競技を続けるので、今回の経験を糧にこれからも頑張って
いきます。応援ありがとうございました。

２区 佐 藤 希
全国駅伝を終えて、今回選手として走ることができ自分の中ですごく貴重な経験になりま

した。２区は距離が短い分スピード勝負が求められる区間でスタートから緊張感がありまし
た。下りで思うようにスピードに乗って走れず、後半は失速するような走りになったしまっ
たなと思いました。今年も都大路への切符を掴み取り、全国のチームの人たちと戦えるよう
に意識高く練習に取り組んで頑張っていきたいと思います。
最後まで襷を繋いで走り切ることができたのはたくさんの方々の応援やサポートのおかげ

だと思っています。本当にありがとうございました。

３区 熊 谷 結 翔
全国高校駅伝に出場するにあたり、沢山の応援をいただき本当にありがとうございました。

初めての全国大会ということもあり、当日は緊張の方が大きかったですが、全国の強い選手
たちと同じ舞台で走れたことで、普段の練習では得られない経験や学びが多くありました。
結果だけでなく、レースに向けた準備や当日の雰囲気、チームでタスキをつなぐ責任の重さ
も含めて、自分にとって大きな財産になったと感じています。支えてくださった先生方や仲
間、応援してくださった皆さんへの感謝を忘れず、今回の経験を活かして課題と向き合いな
がらさらに練習に励み、次の目標に向けて成⾧していきたいです。今後とも応援よろしくお
願いします。

４区 由 利 菜々美
この度は全国駅伝出場にあたりたくさんのご声援とご支援ありがとうございました。全国

大会という非常に高いレベルの中で選手として競技することができ技術面・精神面ともに大
きな成⾧を得る貴重な経験になりました。憧れの都大路を走ることができ嬉しさと、まだま
だ実力が足りないなと実感させられました。今大会で得られた課題を今後の練習に活かし、
来年度以降も全国大会出場ならびに上位を目標にして頑張ります。



５区 和 泉 凛 音
この度は全国高校駅伝での応援ありがとうございました。ずっと目指していた都大路を走

ることができて、素直にとても嬉しかったです。全国大会という大舞台は空気感から圧倒さ
れ緊張の連続でした。今回はアンカーの5区を走り、下りの多い区間だったので、最初で上手
くリズムを作っていきながら、後半までペースを崩さずに走りきることが目標でした。大会
当日では、自分の心を落ち着かせ、平常心を保ちながら、目標通りの走りをすることができ
ました。
沢山の応援をいただきながら走り、とても力になりました。しっかり完走することができ

たのは沢山の支えがあってからこそだと改めて思いました。感謝の気持ちでいっぱいです。
全国大会を経験して、個人の課題もチームの課題も見つけることができたので、さらにもう
一段階レベルアップしてまた都大路に戻って来られるよう頑張って行きたいです。

小田島 彩希
今回マネージャーという形でチームに携わらさせて頂きました。出来ることは何かを考え、

自分なりにサポートに徹してきました。全国の舞台で戦う選手たちを間近で見て、この裏に
は、日々の規律ある生活や小さな努力の継続があるのだと感じました。日常生活をいかに丁
寧に過ごすかが、強さに繋がるのだと気づかされました。
また、全国という場で強豪校や強い選手を見て、今の自分に足りないもの、これからどう

するべきなのか感じることができました。この様な経験は私にとっても大きな財産となりま
した。これを一時的な刺激にせず、日々の私生活から見直し自分自身も躍動していきたいで
す。

阿 部 凛
全国駅伝大会では、チームのサポートする立場として大会に挑みました。大会本番は雨の

中でしたが、選手が全力を出し切れるように色々な面でサポートすることができました。初
めての全国大会という素晴らしい舞台で会場の雰囲気や選手の走る姿を間近で感じ、とても
刺激を受けました。そして、全国で戦うためには全体的な部分でまだまだ力不足だと実感し
ました。今大会を通して、個人やチームとして意識を高めていく必要があると思いました。
この経験を無駄にせずにこれからの走りに活かせるようにしていきたいです。
この度はたくさんのご声援、ご支援本当にありがとうございました。

髙 橋 一 禾
全国駅伝出場にあたり、たくさんのご声援とご支援ありがとうございました。全国駅伝で

は、チームの一員として現地で大会に関わり、全国レベルのレースの雰囲気や緊張感を強く
感じました。選手一人ひとりがチームの思いを背負って走る姿から、普段の練習の積み重ね
や覚悟の大切さを学びました。現地での雰囲気やチームの動きを見て、自分に足りない部分
やこれから意識すべきことがはっきりしました。この経験を今後の練習に生かし、日々の積
み重ねを大切にしていきたいです。



女子第37回全国高等学校駅伝競走大会派遣費

収入総額 7,501,491円
支出総額 4,759,618円
差引総額 2,741,873円

収入の部 支出の部

決算残余金については、秋田県立横手清陵学院等学校陸上競技部女子駅伝チーム強化基金管理委員会に繰入
し、年次計画の下に選手強化に充てさせていただきますので、ご理解賜りますようよろしくお願いします。

摘 要比較増減決算額予算額項 目

選手派遣･引率者旅費等△295,4732,504,5272,800,000派 遣 費

合宿･試走･ﾚﾝﾀｶｰ等△68,6771,431,3231,500,000強化合宿費

ｳｴｱ･ﾍﾞﾝﾁｺｰﾄ等△321,671678,3291,000,000用 具 費

趣意書等印刷代△337,37012,630350,000印 刷 費

各種新聞広告費他△358,75041,250400,000広報広告費

郵送料△175,58024,420200,000通 信 費

封筒･用紙他△194,6215,379200,000消耗品費

各種手数料他△138,24061,760200,000雑 費

△350,0000350,000予 備 費

△2,240,3824,759,6187,000,000合 計

摘 要比較増減決算額予算額項 目

寄付金1,197件72,7006,072,7006,000,000寄 付 金

選手自己負担金66,000216,000150,000負 担 金

学校･PTA･後援会拠出金等263,5401,103,540840,000繰 入 金

高体連強化費・ｷｬﾝｾﾙ料等99,251109,25110,000雑 収 入

501,4917,501,4917,000,000合 計









皆様の多大なるご芳志とご支援ご声援
ありがとうございました。

横手清陵学院高等学校
陸上競技部保護者会一同


